
 

 

平成３０年７月４日 

枚方寝屋川消防組合 

 

第４７回消防救助技術近畿地区指導会に伴う訓練披露会 

 

 枚方寝屋川消防組合では、平成３０年７月２１日（土）に大阪市消防局高度専

門教育訓練センターで開催される消防救助技術近畿地区指導会に向け、救助隊及

び消防隊が訓練を重ねてきた成果を披露します。 

 

１ 実施日及び実施場所 

⑴ 水上の部 

 日時：平成３０年７月１０日（火）１１時００分〜１２時００分 

 場所：枚方東消防署（枚方市津田北町２-２３-３） 

⑵ 陸上の部 

 日時：平成３０年７月１２日（木）１０時３０分〜１１時３０分 

 場所：寝屋川消防署（寝屋川市池田２−１１−７３） 

 

２ 内容 

⑴ 水上の部 

 溺者搬送、人命救助、溺者救助、基本泳法、水中結索、水中検索救助 

⑵ 陸上の部 

 障害突破、引揚救助、ロープブリッジ救出、ほふく救出 

 

３ その他 

・車でのご来場はご遠慮ください。 

・取材等については、総務管理課広報担当（０７２－８５２－９９０３）までご連

絡いただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

枚方寝屋川消防組合 

警防課    TEL 072−852−9919 

総務管理課（広報） TEL 072−852−9903 

※ 取材等については総務管理課（072−852

−9903） 

広報資料 



訓練種目説明 

 

 陸上の部  

① 障害突破 

 ５人１組（補助員を含む。）で４人が緊密な連携の下、一致協力して「乗り

越える」、「登る」、「渡る」、「降りる」、「濃煙を通過する」の基本動作により５

つの障害を突破する。 

 災害現場の様々な障害を想定した訓練です。 

 

② 引揚救助 

 ５人１組（要救助者を含む。）で２人が空気呼吸器を着装して塔上から塔下

へ降下し、検索後、要救助者を塔下へ搬送し、４人で協力して塔上へ救出後、

ロープ登はんにより脱出する。 

 地下やマンホール等での災害を想定した訓練です。 

 

③ ロープブリッジ救出 

 ４人１組（要救助者を含む。）で２人が水平に展張されたロープ（２０メー

トル）により対面する塔上へ進入し、要救助者を救出ロープに吊り下げてけん

引して救出した後、脱出する。 

 要救助者を隣の建物等から進入し、救出することを想定した訓練です。 

 

④ ほふく救出 

 ３人１組（要救助者を含む。）で、１人が空気呼吸器を着装して長さ８メー

トルの煙道内を検索し、要救助者を屋外に救出した後、二人を安全地点まで搬

送する。 

 ビルや地下街等で煙に巻かれた人を救出するための訓練です。 

  



 水上の部  

① 溺者搬送 

 ２人１組（要救助者を含む。）で救助者が「じゅんか飛び込み」で入水後、

要救助者（溺者）を注視しながら近づき、チンプールで確保した後、ヘアキャ

リーにより救助する訓練です。 

 

② 人命救助 

 ３人１組（要救助者を含む。）で救助者が「二重もやい結び」のロープをた

すき掛けにして要救助者の位置まで泳ぎ、要救助者をクロスチェストキャリ

ーで確保し、補助者が救助ロープをたぐり寄せて救助した後、再び水没しつつ

ある要救助者（訓練人形）を水面に引き揚げ、救助する訓練です。 

 

③ 溺者救助 

 ３人１組（要救助者を含む。）で救助者と補助者の２人が協力して浮環にロ

ープを結着後、補助者が浮環をプール内へ投下して、救助者が２０メートル先

の要救助者の位置まで浮環を搬送し、これに要救助者をつかまらせ、補助者が

ロープをたぐり寄せて救助する訓練です。 

 

④ 基本泳法 

 「じゅんか飛び込み」で入水した後、常に顔が水面に出た状態で、基本的な

泳法である「ぬき手」と「平泳ぎ」でそれぞれ２５メートルずつ泳ぐ。 

 水難救助の基本的な泳法を習得するための訓練です。 

 

⑤ 水中結索 

 ３人１組で水中の結索環に、第一泳者は「もやい結び」、第二泳者は「巻き

結び」、第三泳者は「ふた回りふた結び」のそれぞれ想定された三種類のロー

プ結索を行う。水中におけるロープ結索技術を習得するための訓練です。 

 

⑥ 水中検索救助 

 ４人１組で第１泳者が水面を、第二泳者が水中をそれぞれ検索し、水没して

いる要救助者（訓練人形）を発見して水面へ引き揚げた後、第三泳者と第四泳

者が協力して対岸の救出地点まで搬送し、救助する訓練です。 


